
イラスト：石倉慶子

令和
４年

月曜日、5月24日（火）
10時～17時30分（観覧受付は17時まで）
一般 210円　高校生・学生 100円
（中学生以下、障害者手帳をお持ちの方とその介助の方１名は無料）

休 館 日
観覧時間
観 覧 料

４月27日水 6月5日日

企
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展

さいたま文学館
Saitama Museum of Literature

小
豆
婆

河 

童
オ
ー
サ
キ

ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ

竜

天 

狗



企画展「埼玉妖怪見聞録」では、江戸時代の文献や語り継がれてきた
伝説を元に、埼玉県内で見聞されたさまざまな妖怪を紹介します。
また、妖怪を題材にしたゆかりの文学者の作品や、直木賞作家・安藤
鶴夫が収集した妖怪を象った郷土玩具なども併せて展示します。
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西口から徒歩５分

さいたま文学館
Saitama Museum of Literature 埼玉県マスコット

「コバトン」

〒363-0022　埼玉県桶川市若宮１-５-９
TEL.048-789-1515　FAX.048-789-1517
http://www.saitama-bungakukan.org/

※いずれも会場は当館１階　文学ホール（定員100名）

『武蔵野話』に載る「大蓮寺火」の図
「大蓮寺火」は、川越に現れた怪火。このほかにも江戸時代
の文献には、埼玉の妖怪についての記述があります。

「火伏の天狗」 （イラスト：石倉慶子）
県内各地に伝わる妖怪の伝説から12話を選び、
イラストと共に紹介します。

直木賞作家・安藤鶴夫が収集した妖怪の郷土玩具
安藤鶴夫は、郷土玩具の収集が趣味の一つでした。当館蔵の「安藤鶴夫コレクション」にも数多くの郷土玩具が
含まれており、その中から妖怪に関するものを展示します。

企画展及び関連事業は、新型コロナウイルスの感染状況により、中止または会期等が変更になる場合が
あります。最新の情報は当館ホームページで御確認ください。

古より語り継がれてきた埼玉の妖怪を一挙紹介！
いにしえ

記念講演会 「もうひとつの『山怪』⁉ 秩父で集めた妖怪譚」
５月14日（土） 14:00 ～ 15:30　講師：石倉慶子氏（作家・春日部市郷土資料館）
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朗読会「朗読で聞く埼玉の妖怪伝説」
６月４日（土） 14:00 ～ 15:30　朗読：松本絵美氏（元当館司書・日本朗読検定協会認定講師）

2
関連
事業

参加費無料
申込みは電話  048-789-1515  まで（先着順）
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